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ら か巴いたします。およそ私益謙は、四績より(福州巴〉帰還することろであり、現巴娘 逓 と 馬
逓を保持しています。奴の興信と帰命については、先 l乙 尚 書 省 が 発 給 さ れ た 過 所 が あ ります。ま
た嫌の失満鬼と縁葉の二人は、当地〈西州〉で買ったものです。馬四疋はすべて家内で生まれた
馬で あ り ま す 。奴鱒四人 C ついては、 謹んでその元の赤契と市券を添付いたします。なお保人の
よ申は先の通りです。また馬四疋についても、もし不明瞭な点があれば、保人をお取り謂ベくだ



































戸曹(の担当官〕に申し上げます。右件人の牒によると、 「去年の開元二 O 年一 0 月七日に、こ




す。都置の判に は 、 「倉(膏司)に命じて、 ( 管 理 す る 関 係 ) 名 簿 を 取 り 講 ぺ て 過 ( も う し ζ)させよ
(報告させよ) 0 J とありました。倉曹参軍の李莞勤らの状には、 「関係書類を調べたところ
去年一 0 月四日 ( 乙 交 河 県 よ り 娘 逓 の 上申を得て、右件人 i乙程娘を支給しています。既 l乙送ってき
た線逓によって(交;可県? )倉 1こ牒して根食を支給いたしました。なお(; 欠 の 娘 食 供 給地となっ
て いる)柳中県 に娘逓を送付し終わったのは事実です。(このことからすれば)安西鎮の帰還兵
孟懐福は、去年 O 月に既に規程に従って娘食を支給し終わっていることになります。今(孟標
福は〉号、って久しく柳中(~ I帯在していま し た が 、 病 も 癒 え て 帰 還 し た い 旨 を 申 し 出 る ととも l乙
重ねて行線を請 求しています。槻中県には(線逓を)下しており、先に支給するところ が あ っ た
かどうか詳らかに取り謂ぺ、処分し終わりましたら上申いたします。なお彼の過所 l乙つい て は




















































公私馬二疋 一疋 雄のあかげ 所 有 者 は 白 神 感 疋 かげの雄 所有者[ま何師子
府司〔の担当官に 申 し 上 げ ま す ) 。 神 感らは先に高畠県の命令を受け、上件の馬を(戸内 lこ〕備
えました。然る巳神感らが高寧域に寄住していることから、今高寧域から「神惑らの預置する上
件の馬 l正、司馬を西州〈高昌域)まで送 り 届 け て 処 分 を 受 け る よ う lこ。」との通告を受けており
ます。既に(これ ら の 馬 は 高 畠 阜 の 命 令により〕戸〔内)に配備されております。どうか担当官













































( 1 ) 73TAM509: 8/4-1 (a) .8/23 (a) .8/4-2 (a) (一部) (録) Ii'文書』区、三一~三二頁。
( 2 ) 槙逓と馬逓とについては、楊徳煩「関子唐代対患病兵士的処理与程糧等問題的初歩探索」
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(上) (Ii'貌晋南北朝惰唐史資料』第八期、一九八六年)、五六頁参照。
( 3 ) 73TAM509: 8/8 (a) .8/16 (a) .8/14 (a) .8/21 (a) .8/15 (a) (一部) (録) Ii'文書』区、五二~五
三頁。『文書』には、 「検案元白 二三日」の後ろに紙縫部分を認めているが、実見したとこ
ろでは、その前で紙は貼りつがれている。






( 5) N0312.Ast.皿 .4.016. (写)Maspero，Pl.XXXI (録) ibid，p.149. 
( 6 ) 慮向前「伯希和三七一四号背面伝馬坊文書研究J (北京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐
魯番文献研究論集』中華書局、一九八二年)、六八五頁。
( 1 ) 漬口重園「漢代の伝一特に六乗伝・一乗伝などについて一 J (同氏『秦漢惰唐史の研究』下
巻 東京大学出版会、一九六六年、所収)、九六五頁。浜口氏にはこの他にも、 「漢代の伝舎
一特に其の設置地点に就いてー J (同氏、前掲書、所収)がある。
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